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〔開会 午前１０時００分〕 

 

◎ 開会・開議宣告 

○議長（能登谷正人君） ただ今の出席議員は 14 名です。 

よって、定足数に達しておりますので、本日の会議は成立いたしました。 

これより、平成 30 年 10 月 30 日招集、八雲町議会第７回臨時会を開会いたします。 

直ちに、本日の会議を開きます。 

 日程に入る前に、議長より諸般の報告をいたします。 

 監査委員から、８月及び９月分の例月現金出納検査の報告書の提出がございました。報告書

の提出通知はお手元に配付のとおりであります。詳しいことにつきましては、事務局に保管し

てあります関係書類を必要に応じご覧いただきたいと存じます。 

次に、議長の日程行動関係でありますが、９月 18 日は青森県三沢市において、翌日 19 日は

東京都において防衛省要望を実施し、町長、基地特別委員会正副委員長、また関係職員と共に

要望活動を行ってまいりました。 

以上、概略を報告いたしましたが、詳しいことにつきましては、事務局に保管してあります

関係書類をご覧いただきたいと存じます。 

次に、議会関係でありますが、９月 25 日に熊本県小国町議会より議員 10 名が議会活性化の

取り組みについて視察研修するため来町され、正副議長及び議会運営委員が対応いたしました。 

また、10 月 16 日に北斗市において渡島管内市町議会議員研修会が開催され、議員 10 名が参

加しております。 

また、10 月 25 日は愛媛県伊予市議会より議員７名がふるさと納税について視察研修するた

め来町され、副議長及び関係課職員が対応いたしました。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 

◎ 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（能登谷正人君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

本日の会議録署名議員に大久保建一君と千葉隆君を指名いたします。 

 

◎ 日程第２ 会期の決定 

○議長（能登谷正人君） 日程第２ 会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。本臨時会の会期を本日１日とすることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（能登谷正人君） ご異議がありませんので、本臨時会の会期は本日１日と決定いたし

ました。 

 

◎ 諸般の報告 

○議長（能登谷正人君） これより局長に諸般の報告をさせます。 

○議会事務局長（井口貴光君） ご報告いたします。 

本臨時会に対し町長から提出された案件は、既に配付しております議案２件であります。 

これら議案等説明のため、町長、監査委員及びあらかじめ委任又は嘱託を受けた説明員の出

席を求めております。 
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本日の会議に、岡島敬議員欠席する旨の届け出がございます。 

以上でございます。 

 

◎ 日程第３ 議案第１号 

○議長（能登谷正人君） 日程第３ 議案第１号平成 30 年度八雲町一般会計補正予算第８号を

議題といたします。 

 提出者の説明を求めます。 

○財務課長（鈴木敏秋君） 議長、財務課長。 

○議長（能登谷正人君） 財務課長。 

○財務課長（鈴木敏秋君） おはようございます。議案第１号平成 30 年度八雲町一般会計補正

予算第８号について、ご説明いたします。議案書１ページであります。 

 この度の補正は、歳入歳出予算の補正であります。歳入歳出予算の補正は、歳入歳出それぞ

れに 212 万 5,000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を 143 億 3,804 万 1,000 円にしようとする

ものであり、老朽化が著しい役場本庁舎の改築及び国立病院機構八雲病院の撤退後の跡地施設

の有効利用を目的とした町施設の集約化・整備にかかわる基本計画の策定に向けた先進事例の

調査に係る経費の追加の補正であります。 

 それでは、事項別明細書により歳出から説明いたします。議案書５ページ下段であります。 

 １款１項１目議会費 188 万 8,000 円の追加は、役場庁舎等整備調査特別委員会の先進事例視

察調査に係る経費の追加であります。同委員会は、先に説明しました町の役場本庁舎等移転複

合施設整備施策に対応し、先の第３回定例会において設置されたものであり、今後の議論に向

けて先進事例の調査が必要と整理されたことから、その必要額を追加しようとするものであり

ます。 

具体的には、11 月 12 日から 13 日にかけて新潟県長岡市、また、11 月 19 日から 20 日にか

けて岩手県宮古市及び紫波町の先進施設を視察しようとするもので、議員皆様全員及び事務局

員１名の随行に要する旅費並びに当該視察施設の事業者が求める料金支払いに対する負担金の

計上であります。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費 23 万 7,000 円の追加は、議会役場庁舎等整

備調査特別委員会の先進事例視察調査に同じく、当該施策の担当職員の視察研修を行うことに

要する経費の追加であります。 

 具体的には、先に説明しました議会特別委員会の先進地視察調査に職員２名が同行の上、学

習し基本計画の策定に資するものであり、追加する予算の内訳は先の議会費の追加と同様であ

ります。 

 以上、補正する歳出の合計は 212 万 5,000 円の追加であります。 

 続いて、歳入であります。議案書同ページ上段であります。19 款１項１目繰越金 212 万 5,000

円の追加は、前年度繰越金で歳出に対応した計上であります。 

 以上、補正する歳入の合計は、歳出と同額の 212 万 5,000 円の追加であります。 

 以上で、議案第１号平成 30 年度八雲町一般会計補正予算第８号の説明といたします。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（能登谷正人君） 説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑はございませんか。 

○３番（佐藤智子君） 議長。 
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○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○３番（佐藤智子君） すみません。今の財務課長の説明の中で、どうしても引っかかるとこ

ろがありまして。２年後に国立病院機構が移転するということで、空く施設は確実にあるので

はありますが、町民全員がその跡地に役場をというふうにはまだ考えていないと思うのですが。

もう一度、先ほど財務課長が説明した部分を繰り返していただけますか。 

○財務課長（鈴木敏秋君） 議長、財務課長。 

○議長（能登谷正人君） 財務課長。 

○財務課長（鈴木敏秋君） 説明の口述の繰り返しとのことだと思いますが。 

 今ご指摘の部分は、最初の方の「老朽化が著しい役場本庁舎の改築及び国立病院機構八雲病

院の撤退後の跡地施設の有効利用を目的とした町施設の集約化・整備にかかわる基本計画の策

定に向けた」という部分だと思います。この辺の部分と、それに係わって議会の特別委員会、

それと町担当職員の視察という意味で、その先進事例視察調査という部分での説明の内容であ

ります。 

○３番（佐藤智子君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 佐藤さん。 

○３番（佐藤智子君） ありがとうございます。跡地の有効利用の計画は、立てなきゃならな

いと。で、役場庁舎が必ずしもそこにというのでは、町はそういう前提ではあると思うんです

けれども、住民全員がそういう前提には立っていない人達もまだいると思いますので。住民の

声を広く聞く機会も必要かと思うんですけれども、その辺はいかがでしょうか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（能登谷正人君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 今ですね、佐藤議員から質問がありました。これは町とすれば、国立

八雲病院が移転をするということで、有効利用も含めて庁舎を移転した方がいいんじゃないか

という観点から、来年度計画を立てたいという事であります。 

 これから、もちろん計画を立てたからといって実行するわけではなくて、あくまでも予定と

すると、来年度構想を計画立てて、それで住民の中で知らしめながら、次の段階では計画設計、

さらにはその次の年で実施設計みたいな形になりますので。あくまでも跡地をどう利用した方

がいいか。町としてもやはりこの庁舎、特に公民館もそうでありますけれども、今回の災害で

も、地震が来てもいち早く崩れるような、そういう建物でありますので。それをいかに改築並

びに移転も含めて検討するという事でありますので。 

決定ではありませんので、ある程度の計画をしながら住民に広く示していくということであ

りますので、ご理解をお願いいたします。 

○議長（能登谷正人君） いいですか。他にございませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（能登谷正人君） 質疑終結と認めます。 

これより討論を行います。討論はございませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（能登谷正人君） 討論なしと認めます。 

これより直ちに本案を採決いたします。 

お諮りいたします。本案を原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 



- 6 - 
 

○議長（能登谷正人君） ご異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

◎ 日程第４ 議案第２号 

○議長（能登谷正人君） 日程第４ 議案第２号平成 30 年度八雲町病院事業会計補正予算第４

号を議題といたします。 

 提出者の説明を求めます。 

○総合病院庶務課長（福原光一君） 議長、総合病院庶務課長。 

○議長（能登谷正人君） 総合病院庶務課長。 

○総合病院庶務課長（福原光一君） おはようございます。議案第２号平成 30 年度八雲町病院

事業会計補正予算第４号について、ご説明いたします。議案書７ページをお開き願います。 

 この度の補正は、資本的支出において、総合病院病棟、サービス棟冷房設備改修事業につい

て、継続費の総額及び年割額を定めるものであります。 

冷房設備改修事業は、中央棟南棟の病室とサービス棟の一部に冷房設備を整備し、入院療養

環境等の改善を図ろうとするものであり、３月定例会の予算特別委員会において２か年事業で

あることの概要説明をしておりましたが、予算書へ継続費を定める記載がなく、審議を経てい

ないことから、本臨時会に継続費の補正予算を提出したところであります。 

 第２条予算、第５条継続費は、事業名総合病院病棟サービス棟冷房設備改修事業で、総額は

既に発注済みの冷房整備実施設計業務委託 995 万 8,000 円を除いた額２億 5,098 万 9,000 円、

年度を平成 30 年度から平成 31 年度の２か年とし、年割額は平成 30 年度 9,035 万 6,000 円、

平成 31 年度１億 6,063 万 3,000 円に設定しようとするものであり、現第５条企業債以下の条

文を１条繰り下げるものとします。 

 以上で、議案第２号の説明とさせていただきます。 

この度は大変申し訳ございませんでした。当初予算において継続費の総額及び年割額を定め

るものでありながら失念をしていたことに対しまして、深く反省をし、今後はこのようなこと

がないよう、細心の注意を払いたいと存じます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（能登谷正人君） 説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（能登谷正人君） 質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はございませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（能登谷正人君） 討論なしと認めます。 

これより直ちに本案を採決いたします。 

お諮りいたします。本案を原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（能登谷正人君） ご異議なしと認めます。 

よって、本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

◎ 閉会宣告 
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○議長（能登谷正人君） これをもちまして、本臨時会に附議された案件はすべて議了いたし

ました。 

よって、平成 30 年第７回八雲町議会臨時会を閉会いたします。 

 

 

〔閉会 午前１０時１７分〕 

  


